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東奥少年少女文芸大会 入賞作品一覧（本校生徒の作品） 
 

短歌部門 

◼ 佳作 

何気ない言葉一つが嬉しくて私もなりたい幸せ屋さん 12HR 大見幸更 

 

 

俳句部門 

◼ 秀逸 

宿題の恨みを込めて雪をかく    11HR 工藤賢晟 

 

◼ 佳作 

霜柱いくつになっても踏み鳴らす    12HR 對馬凛 

 

夏の海輝く波は宝石だ     14HR 丸谷菜々 

 

新メンバー夏の大会熱くなれ    13HR 三国華穂 

 

 

川柳部門 

◼ 秀逸 

ズルすぎる思わせぶりなその態度    11HR 下山侑杏 

 

背中から銀世界へとダイブする    13HR 川口みく 

 

友達と馬合いすぎて運命だ     12HR 金井彩桜 

 

◼ 佳作 

いつになるコロナの名前消える日は   14HR 藤本杏奈 

  



詩部門 

◼ 入選三席 

第六感        14HR 杉野盟 

 

嫌な言葉が響くと 

好きな音も好きな声も 

一瞬で搔き消されてしまうけど 

他人の悪い所が現れたときには 

汚い言葉を吐き捨てる 

それは自己防衛だった 

 

私は人よりも人間的な欲求がある 

極端な例えをすると 

死にたいより生きたいが強いから 

どんな時も 

自分が正しい場所にいたかった 

 

全てに共通して 

知ったら知る前に戻れない 

つまり 

死を知ったら死を意識して生きる 

初めてこのことを理解したとき 

体の真ん中がグッと締め付けられた 

 

それから自分の心を感じるようになって 

知ることが怖いと同時に好きになった 

これは欲求の一つになって 

心に響き続ける限り 

同じ場所には戻れない 


